
住所　　　　　静岡県伊豆市本柿木1042　　　　　　　　　　　　

氏名　　　有限会社　のぼり環境サービス

代表取締役　稲村　強

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　0558-72-8009

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本工業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)
(第１面）

産業廃棄物処理計画書
令和6年4月28日

　　静岡県知事　川勝　平太　殿

提出者　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 場 の 名 称 有限会社　のぼり環境サービス　事業所

事 業 場 の 所 在 地 静岡県伊豆市熊坂305

計 画 期 間 令和6年4月1日　～　令和7年3月31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

建設業(土木・左官・とび・土工・石・鋼構造物・舗装・しゅんせつ・水道
施設・解体)

　総売上高約3億80000万円

21名(正社員5名,それ以外の職員16名)

　各工事現場で分別(ｺﾝｸﾘｰﾄがら、ｶﾞﾗｽ・陶磁器類、廃プラスチック類、廃
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ類、木くず、繊維くず、その他がれき類、廃油、建設系混合廃棄
物)
→委託処分(中間処理場又は最終処分場)
→ｺﾝｸﾘｰﾄがらの一部は自社重機にて破砕後、重機搬出入のための砕石敷き
や、解体後の整地用の砕石として再利用

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。



産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（　　令和5年度）実績】　別紙のとおり　　　　　

【目標】別紙のとおり

産業廃棄物の分別に関する事項

（これまでに実施した取組）

　　　　　　　　　別紙のとおり

（今後実施する予定の取組）

　　　　　　　　別紙のとおり

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（管理体制図）

①現状

②計画

代表取締役　産業廃棄物総轄責任者

各工事現場　　　　　　

産業廃棄物管理責任者





産業廃棄物の種類木 く ず繊 維 く ず ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ が ら その他がれき類

排 出 量 860.29t 53.326t 820.98t 136.98t

産業廃棄物の種類廃 石 膏 ﾎ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ ガラス・陶磁器くず 石 綿建設系混合廃棄物

排 出 量 24.72t 22.11t 2.47t 137.645t

産業廃棄物の種類木 く ず繊 維 く ず ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ が ら その他がれき類

排 出 量 800t 50t 500t 100t

産業廃棄物の種類廃 石 膏 ﾎ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ ガラス・陶磁器くず 石 綿建設系混合廃棄物

排 出 量 10t 30t 5t 100t

(第２面-別紙)

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（　　令和5年度）実績　　　　　

【目標

産業廃棄物の分別に関する事項

（これまでに実施した取組）
解体工事において、分別作業を徹底し、有価物として売却できるものや、再利用可能なものを選別する
ことで、廃棄物の発生量の抑制に努めている。

（今後実施する予定の取組）
分別作業による、有価物や再利用可能な物の選別を引き続き継続する。

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
解体工事現場において、分別作業を実施し、有価物として売却できるものや、再利用可能なものを選別
することで廃棄物の発生量を抑制する。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
今後も上記内容を徹底する。

①現状

②計画



産 業 廃 棄 物 の 種 類 ｺﾝｸﾘｰﾄがら

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ｺﾝｸﾘｰﾄがら

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　令和　5　年度）実績】

【目標】

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（　令和5年度）実績】　

【目標】　　

自ら再生利用を行った産業
廃 棄 物 の 量

500ｔ

（これまでに実施した取組）
重機を導入し、ｺﾝｸﾘｰﾄがらを細かく破砕し、重機搬出入の為の砕石敷きや、解体後
の整地の為の砕石等に有効利用する。

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

500ｔ

（今後実施する予定の取組）
今後も同様の手法で、ｺﾝｸﾘｰﾄがらの有効利用をしていく。

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量した産業廃棄物の量

0ｔ

（これまでに実施した取組）
特になし。

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量する産業廃棄物の量

0ｔ

（今後実施する予定の取組）
特になし。

①現状

②計画

①現状

②計画



ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　　令和5年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　令和5年度）実績】別紙のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

0ｔ 0ｔ

（これまでに実施した取組）
　特になし。

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
特になし。

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

①現状

②計画

①現状



木くず 繊維くず コンクリートがら その他がれき類

860.29t 53.326t 820.98t 136.98t

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0t 0t 0t 0t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

0t 0t 0t 0t

廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ガラス・陶磁器くず 石綿 建設系混合廃棄物

24.72t 22.11t 2.47t 137.645t

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0t 0t 0t 0t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

0t 0t 0t 0t

（第４面-別紙）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　令和5年度）実績】別紙のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

7.7t 38.5t 503.66ｔ 136.98t

再生利用業者への処
理 委 託 量

860.29t 0t 820.98t 136.98t

（これまでに実施した取組）
木くず・コンクリートがらは、再生利用業者に委託。繊維くずに関しては、可能な限り優良認定処理業者に委託した。

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

18.93t 22.11t 0t 137.645t

再生利用業者への処
理 委 託 量

0t 0t 0t 0t

（これまでに実施した取組）
廃石膏ボード、ガラスくず、陶磁器、混合廃棄物に関しては、可能な限り優良認定処理業者に委託をした。

①現状



廃プラスチック 燃え殻

10.0175t 0t

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0t 0t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

0t 0t

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

（第４面-別紙）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　令和3年度）実績】別紙のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

7.35t 0t

再生利用業者への処
理 委 託 量

10.0175t 0t

（これまでに実施した取組）
廃プラスチックに関しては、可能な限り優良認定処理業者に委託した。

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

再生利用業者への処
理 委 託 量

（これまでに実施した取組）

①現状



ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第５面）

【目標】別紙のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

※事務処理欄

再生利用業者への処理
委 託 量

ｔ ｔ

②計画

（今後実施する予定の取組）



木くず 繊維くず コンクリートがら その他がれき類

800t 50t 500t 100t

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0t 0t 0t 0t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

0t 0t 0t 0t

廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ ガラス・陶磁器くず 石綿 建設系混合廃棄物

10t 30t 5t 100t

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0t 0t 0t 0t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

0t 0t 0t 0t

（第5面-別紙）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

※事務処理欄

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

0t 50t 0t 0t

再生利用業者への処
理 委 託 量

800t 0t 0t 0t

（今後実施する予定の取組）
全体的な廃棄物の発生量の抑制に努めるとともに、優良認定処理業者や、再生利用業者への委託する割合を増やす。
また、今年度もコンクリートガラに関しては同様の手法で有効利用を行っていく。

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

0t 30t 0t 100t

再生利用業者への処
理 委 託 量

0t 0t 0t 0t

（今後実施する予定の取り組み）
選別作業を強化し、混合廃棄物として排出する量を削減するとともに、優良認定処理業者へ委託する割合を増やす。

②計画



廃プラスチック 燃え殻

30t 0t

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0t 0t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

0t 0t

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

（第5面-別紙）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

※事務処理欄

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

0t 0t

再生利用業者への処
理 委 託 量

30t 0t

（今後実施する予定の取組）
全体的な廃棄物の発生量の抑制に努めるとともに、優良認定処理業者や、再生利用業者への委託する割合を増やす。

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

再生利用業者への処
理 委 託 量

（今後実施する予定の取り組み）

②計画


